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第１章 下関市地域公共交通計画について

・「下関市総合計画」や「下関市立地適正化計画」の改定に合わせ、公共交通においても、まちづくりとの
連携をさらに推進し、利便性の高い持続可能な公共交通体系を構築するため、現行の「地域公共交通
網形成計画」を見直し、地域公共交通に関する各種取組を定め、促進していくもの。

改正の概要
持続可能な運送サービスの提供
〇地域が自らデザインする地域の交通
・地方公共団体によるマスタープランの作成

・地域における協議の促進

〇地域の移動ニーズにきめ細かく対応
できるメニューの充実

・輸送資源の総動員による移動手段の確保

・既存の公共交通サービスの改善の徹底(利用

者目線の運行の促進、MaaS)

〇交通インフラに対する支援の充実

活性化再生法の改正(R2)

「下関市地域公共交通計画」

改正の概要
地域の関係者の共創を通じたリ・デザインによる
利便性・持続可能性・生産性の向上
〇地域の関係者の連携と協働の促進
・多様な主体等の「地域の関係者」の「連携と協働」

・関係者相互間の連携と協働の促進

〇バス・タクシー等地域交通の再構築に関する
仕組みの拡充

・「エリア一括協定運行事業」を創設

・交通DX・GXを推進する事業を創設

〇鉄道・タクシーにおける協議運賃制度の創設
〇ローカル鉄道の再構築に関する仕組みの創
設・拡充

活性化再生法の改正(R5)

準拠準拠

「
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共
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び
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化
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」
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行
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法
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改
正

(H26)

準拠

「下関市地域公共交通網形成計画」

１．目的

Shimonosekisi

NEW

現行

計画書(素案)
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第１章 下関市地域公共交通計画について

２．計画区域

Shimonosekisi

・下関市全域

３．計画期間

・Ｒ７（2025）年度～Ｒ１１（2029）年度の５年間
【参考】 現行 「地域公共交通網形成計画」：H29（2018）年度～R8（2027）年度の10年間

変更点

下関市都市計画マスタープラン（2022年～）

下関市
地域公共交通

計画

下関市
立地適正化計画

（計画期間：

2020年～2040年)

〈関連計画〉

等各分野における計画

下関市まち・ひと・しごと創生総合戦略

下関市連携中枢都市圏形成方針
下関市連携中枢都市圏ビジョン

下関市中山間地域づくり指針

下関市中心市街地にぎわいプラン

下関市総合計画（※次期計画改定中）

〈上位計画〉

４．計画の位置づけ

NEW

上位

整合・
連携

計画書(素案)
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資料：R2国勢調査 

第２章 下関市の現状と課題

１．社会経済情勢

Shimonosekisi

●人口減少と高齢化の進展（危機的な郊外部） ●旧４町は低密度分散型の都市構造
（中心市街地との格差）

計画書(素案)
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推計値 

資料：2020年まで→下関市「統計しものせき（地区別）」、
2025年以降→推計値は国立社会保障・人口問題研究所 『日本の地域別将来推計人口』（令和5（2023）年推計）

1980年をピーク
に減少傾向

1980年より
約2割減

1980年より
約４割減

高齢化率は
約４割

 

地 域 
人口減少
（2020/1980） 

高齢化率 
（2020） 

全体 78％ 36％ 

市街地地域 80％ 34％ 

菊川地域 90％ 39％ 

豊浦地域 74％ 44％ 

豊田地域 54％ 50％ 

豊北地域 44％ 55％ 

 

特に豊田・豊北地域は
人口が半減、半数が65歳以上

人口の約8割以上が
市街地地域

（中心市街地に集中）

＜人口推移＞

＜地域別人口減少及び高齢化率＞

＜地域別人口分布＞

郊外部では
低密度分散型に
人口が点在

計画書(素案)
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第２章 下関市の現状と課題

２．公共交通の現状と課題

Shimonosekisi

●自動車に過度に依存した暮らし

●公共交通利用者の減少
計画書(素案)計画書(素案)

＜代表交通手段分担率の変化＞
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資料：平成11年全国都市OD調査、H27下関市パーソントリップ調査

市街地地域の自動車分担率は増加
(H11) 55.6％⇒(H27) 64.5％

郊外部では
自動車利用が約8割
（公共交通は1割未満）
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＜生活バス利用者数の推移＞

新型コロナウイルス
感染症拡大

新型コロナウイルス
感染症拡大

新型コロナウイルス
感染症拡大

回復基調
（コロナ前には戻らず）

減少傾向

＜タクシー輸送人員と車両数の推移＞

新型コロナウイルス
感染症拡大

横ばい傾向

計画書(素案)

回復基調
（コロナ前には戻らず）
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第２章 下関市の現状と課題

２．公共交通の現状と課題

Shimonosekisi

●鉄道・バスによる人口カバー率は約8割
●地域によりカバー率に格差あり

計画書(素案)

＜地域別公共交通による人口カバー率＞

 

※公共交通カバー圏とは 

バス停から半径 300m 

鉄道駅から半径 800m圏を対象 

※ 

<市街地拡大>

地区 下関市
人口総数
(人)

公共交通
カバー圏域人口

(人)
鉄道:半径800m圏

バス:半径300m圏

公共交通人口
カバー割合
(％)

下関市 255,051 200,712 78.7%

市街地地域 219,078 173,367 79.1%

菊川地域 7,231 6,098 84.3%

豊田地域 4,620 2,777 60.1%

豊浦地域 16,232 12,992 80.0%

豊北地域 7,890 5,478 69.4%
資料：R2国勢調査250m人口メッシュ、R4鉄道データ(国土数値情報)、

サンデン交通GTFSデータ（R6.3時点）、ブルーライン交通GTFSデータ（R6.4時点）、
下関市生活バスHP下関市都市計画基礎調査結果（令和４年度）
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第２章 下関市の現状と課題

２．公共交通の現状と課題

Shimonosekisi

●運転手不足・高齢化 ●バス事業者の厳しい経営状況
計画書(素案)計画書(素案)

～30歳

未満

1%

～40歳

未満

9%

～50歳

未満

22%

～60歳未満

44%

60歳以上～

22%

65歳以上～

2%

R6運転者数

229人
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（人）
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28%
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28%

R6運転者数
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（人）

■サンデン交通（株）

＜運転手数の推移＞ ＜運転手年齢構成＞

＜運転手数の推移＞ ＜運転手年齢構成＞

１割強が減少
（約30人）

60歳以上～
が2割強

～60歳未満
が約4割

■ブルーライン交通（株）

25人前後で
推移

60歳以上～
が約6割

～60歳未満
が約3割

＜経常費用・補助金内訳（令和５年度）＞

2,498百万円：経常費用

補助金

228百万円：経常費用

補助金

■サンデン交通（株） ■ブルーライン交通（株）

約3割弱が補助金 約8割強が補助金
資料：下関市 資料：下関市

約8割が赤字路線

＜路線別補助構成（令和５年度）＞

■サンデン交通（株）

資料：下関市
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第３章 計画の目標と基本方針 Shimonosekisi

計画書(素案)

１．計画の目標と基本方針の検討

・公共交通の負スパイラルを解消するため、「達成すべき目標」を定め、各課題に対する３つの基本方針を検討し、
方向性を示していく。

変更点

NEW
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・４つ（都市拠点、地域拠点、集落拠点、拠点間）の
取組の方向性を明示。

第３章 計画の目標と基本方針 Shimonosekisi

計画書(素案)

２．基本方針の考え方

Ⅰ．まちづくりと連動した持続可能な公共交通ネットワークの構築

① 下関市における将来都市構造（コンパクト
プラスネットワークのまちづくり）との連携

■都市拠点
⇒デジタル技術の活用（アプリ等）
新たな移動手段の検討（ライドシェア等）
駅を中心としたまちづくり

■地域拠点
⇒路線バス・生活バス・タクシーの維持
新たな移動手段の検討（グループタクシー等）
他分野との連携・協働

■集落拠点
⇒あらゆる輸送資源の総動員
路線バス・生活バス・タクシーの維持
新たな移動手段の検討（グループタクシー等）
他分野との連携・協働

■拠点間
⇒広域的な連携軸を維持
交通結節点における機能強化

＜将来都市構造図＞

資料：「下関市都市計画マスタープラン」（R4.3 下関市）

NEW
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第３章 計画の目標と基本方針 Shimonosekisi

２．基本方針の考え方

Ⅰ．まちづくりと連動した持続可能な公共交通ネットワークの構築

・立地適正化計画の考え方を
「地域公共交通計画」の方にも反映

② 下関市立地適正化計画との連携

＜都市機能誘導区域、居住誘導区域び集落拠点の設定状況＞

NEW

計画書(素案)

■地域公共交通網形成計画策定（平成３０年３月）

■立地適正化計画策定（令和２年１月）

「立地適正化計画」では、長期的な視点で公共交通
沿線に居住を誘導するための居住誘導区域を設定

居住誘導区域
⇒鉄道駅の利用圏（半径８００ｍ）及びバス停の
利用圏（半径３００ｍ）、運行本数がおおむね
３０本／日以上（片道）のバス路線沿線に設定

居住誘導区域内における公共交通の利便性を
高めることを目的に…
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第３章 計画の目標と基本方針 Shimonosekisi

２．基本方針の考え方

Ⅰ．まちづくりと連動した持続可能な公共交通ネットワークの構築

③ 特別維持路線の設定

計画書(素案)

・立地適正化計画と連携し、本市において特に重要な公共
交通網を「特別維持路線」（検討中）と位置づけ、持続
可能な機能の確保に取り組む路線。

＜特別維持路線（バス）＞

特別維持路線 本市においてコンパクトプラスネットワークのまちづくりを
支える重要な公共交通ネットワークと位置づけ、持続
可能な確保・維持に努める路線とします。

生活交通
（居住誘導区域内）

居住誘導区域内の交通利便性を維持する
ため、サービスレベルの維持・強化を図る路線。

支線 各拠点間を連絡する公共交通による連携軸
として位置づけ、地域拠点間のネットワークを
形成する路線。

幹線 都市拠点と各拠点間を連絡する公共交通に
よる骨格軸として位置づけ、高次都市機能を
市域全体で享受できるようネットワークを形成
する路線。

NEW

検 討 中



12

Ⅱ．地域公共交通のリ・デザインによる公共交通サービスのアップデート

第３章 計画の目標と基本方針 Shimonosekisi

２．基本方針の考え方

① 既存の地域公共交通のアップデート

・地域の実情に合わせた交通手段の見直し

② 新技術・新制度・デジタル技術の活用

・ライドシェアの積極的な活用
・新技術・デジタル技術の活用（自動運転、AI化）等

資料：「地域公共交通計画等の作成と運用の手引き [実践編]」（R5.10）

＜自家用有償旅客運送の積極的な活用のイメージ＞

＜新技術・デジタル技術の活用（交通DX）のイメージ＞

計画書(素案)

計画書(素案)

※基本方針Ⅲ参照

NEW

NEW
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・交通部局と関連部局(教育、福祉等)との連携推進
・介護サービス事業所等の送迎車両やスクールバスなど他
分野の輸送資源と連携

Ⅲ．共創によってみんなで支える公共交通の実現

第３章 計画の目標と基本方針 Shimonosekisi

２．基本方針の考え方

① 多様な主体との連携・協働 ② 利用促進と市民意識の醸成

・鉄道駅や最寄りバス停までのアクセス性の向上（P＆R、
K＆Rなど）
・JR利用促進協議会など公共交通利用を図るイベントや
情報提供等の実施
・低公害車の導入など環境負荷を低減する取組推進

計画書(素案)

計画書(素案)
NEW
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・地域のあらゆる輸送資源を総動員し、各地域の拠点へ
のアクセス維持・確保
・交通空白地は、グループタクシー等の導入検討

１）市街地地域

第３章 計画の目標と基本方針 Shimonosekisi

３．地域別の方向性

計画書(素案)

・下関駅、新下関駅が広域交通結節点として、山陽新
幹線、山陽・山陰本線及び路線バスを幹線軸として位
置づけ、市域全体の骨格を形成
・地域内は、現在の幹線・支線を維持

２）菊川・豊浦・豊田・豊北地域計画書(素案)

 

下関運動公園 

唐戸市場 

 
特別維持路線（幹線） 
・山陰本線及び路線バスより、 
都市拠点と地域拠点、  ・ 
 地域を連絡。 

 
 

 
特別維持路線（幹線） 
・山陽新幹線、山陽本線及び 
路線バスより、都市拠点と地域
拠点、  ・  地域を連絡。 

 
 

 
特別維持路線（支線） 
・路線バス・生活バス等より、都市
拠点と  ・  地域を連絡。 

 
 
 

 
特別維持路線（生活交通） 
・路線バス等より、居住誘導区域
内における利便性向上、高い集
積性の確保。 

 
 

まちづくりと連携 

まちづくりと連携 

 
新技術・デジタル等の活用 
・アプリなどデジタル技術の活用や 
ライドシェアなど新たな移動手段
の  な検討。 

 
 

＜市街地地域＞ ＜  地域＞

 

 
特別維持路線（幹線） 
・路線バスより、都市拠点と  ・
  地域を連絡。 
・  総合支所 ら 月駅へのア
クセスを確保。 

 
 

 
特別維持路線（支線） 
・生活バス等より、都市拠点と 
 地域、  ～  地域間を
連絡。 

 
 

 
生活バス 
・生活バス等より、  地域内 
ら  総合支所までのアクセスを
確保。 

 
 

 
新技術・デジタル等の活用 
・地域のあらゆる輸送資源の総動員。 
・グループタクシー（デマンド型）の導入
検討。 

 
 

NEW

※特別維持路線は検討中
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２．実施プログラム

第４章 目標達成に向けた施策 Shimonosekisi

１．目標達成に向けた施策
計画書(素案)

NEW

 
達成すべき目標 

市民が継続的に利用したくなる 

利便性の高い公共交通サービスを 

安定的に提供する 

 

 

目標達成に向けた施策 

1）コンパクトプラスネットワー

クのまちづくりを支える路

線バスの再編 

2）交通結節点における利便性

の強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標達成に向けた施策 

1）既存の地域公共交通体系の

アップデート 

2）地域公共交通のリ・デザイン 

3）メリハリのある公共交通の

運用・支援 

4）バス走行環境の改善 

5）利用しやすい・わかりやす

い公共交通利用環境への 

改善 

6）まちのにぎわい創出 

 

 

 

 

 

 

目標達成に向けた施策 

1）多様な分野との連携促進 

2）利用しやすい公共交通サー

ビスの推進 

3）外出機会の促進 

4）公共交通利用者負担の軽

減 

5）環境負荷を低減する取組み

の推進 

6）公共交通利用意識を高める

イベント等の実施 

7）わかりやすい公共交通情報

の提供 

８）市民の公共交通へのニーズ

把握 

 

 

基本方針Ⅰ 

まちづくりと連動した 

持続可能な公共交通 

ネットワークの構築 

 

 

基本方針Ⅱ 

地域公共交通の 

リ・デザインによる 

公共交通サービスの 
アップデート 

 

 

基本方針Ⅲ 

共創によって 

みんなで支える 
公共交通を実現 

 

・3つの基本方針に基づき、具体的な施策に取り組む。
計画書(素案)

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW
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第４章 目標達成に向けた施策 Shimonosekisi

２．実施プログラム
計画書(素案)
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第４章 目標達成に向けた施策 Shimonosekisi

２．実施プログラム

計画書(素案)

NEW
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第４章 目標達成に向けた施策 Shimonosekisi

２．実施プログラム

計画書(素案)

NEW
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第４章 目標達成に向けた施策 Shimonosekisi

２．実施プログラム

計画書(素案)

NEW
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第４章 目標達成に向けた施策 Shimonosekisi

２．実施プログラム

計画書(素案)

NEW
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第５章 計画の評価・推進 Shimonosekisi

１．評価指標と目標値の設定
計画書(素案)

１）評価指標・目標値の設定 ２）モニタリング指標

・地域別の進捗状況についても確認するため、定期的に
収集できるデータの活用を基本としたモニタリング指標を
設定

・計画の目標達成に向けた進捗状況を把握するため、
5つの評価指標とそれぞれについて目標値を設定
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第５章 計画の評価・推進 Shimonosekisi

２．推進体制
計画書(素案)

・計画の推進にあたっては、法定協議会を最大限活用し、多様な主体が連携・協議を図り、機動的・横断
的な実行体制を構築


